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137和文要旨

ケガニかごの漁獲選択性に関する研究

西内　修一

ケガニの選択的漁獲技術の開発を目的に，比較操業実

験結果からケガニかごの網目と脱出口の漁獲選択性を評

価した。選択性解析のために，SELECTモデルとマスタ

ーカーブ法を組み合わせた方法を考案し、浸漬日数を考

慮して選択性曲線の推定を行うとともに，従来適用され

ていた相対漁獲効率に関する仮定と Baranovの仮定の妥

当性を評価した。解析結果から，網目と脱出口のサイズ

選択性は鋭く，ともに浸漬時間により変化することが示

唆された。また，実験に用いたかごの相対漁獲効率も浸

漬時間により変化することが示唆された。さらに，従来

適用されていた仮定が必ずしも適切でないことが明らか

になった。選択性曲線から，甲長80㎜以上の雄の選択的

漁獲を図る上で適切な目合は 114㎜，適切な脱出口サイ

ズは 100×51㎜と考えられた。サイズ選択性と網目にな

い選択漁獲上の利点などから，脱出口はケガニかごの選

択性改善の有効な手段になると結論した。

A365 北水試研報　1－103 2003

天然稚魚と比較したヒラメ人工種苗の体型，脊椎骨及び

鰭条数の特徴

吉村　圭三，川下　正己

1996年北海道栽培漁業振興公社羽幌事業所産ヒラメ人

工種苗の体型と体節形質を，1995～1996年北海道北部日

本海産ヒラメ天然稚魚と比較検討し，人工種苗の種苗性

を考察した。人工種苗の脊椎骨数は約半数の個体に椎体

の癒合が観察され，天然稚魚より１個少ない37にモード

があった。また，人工種苗の背・臀鰭条数は脊椎骨数と

正の相関を示したが，数では天然稚魚と差がなかった。

このことは，脊椎骨数の減少に伴う鰭条数の減少が加温

飼育による増加傾向と相殺された結果と考えられた。人

工種苗の体高／体長比は椎体癒合数と正の相関があった。

脊椎骨癒合のない人工種苗の体高は天然稚魚より大きく，

脊椎骨数38の個体のみの比較でも同様であった。また，

人工種苗は天然稚魚に比べ頭蓋骨長が大きかった。人工

種苗では相対成長の偏りによる体部の短縮によって天然

稚魚よりも体高が大きくなり，脊椎骨の減少や癒合によ

ってその傾向が助長されていると考えられた。

A366 北水試研報　105－111 2003

北海道産マガレイ飼育仔魚における生物餌料の摂餌と適

正水温条件

佐藤　敦一，藤岡　　崇，清水　洋平

北海道産マガレイ仔魚期の適正な飼育水温を把握する
ことを目的として，15℃と18℃で飼育した場合の生残率，
有眼側体色および眼位正常率，成長速度を比較検討し，
さらに２水温帯それぞれにおける仔魚の消化管内ワムシ
およびアルテミア個体数の経時変化を比較した。
18℃群は，15℃群と比較し，15日齢以降成長が速くな

り，22日齢以降その成長差が顕著になり,有眼側体色およ
び眼位正常率は変わらないものの，生残率のばらつきが
大きかった。
18℃群における発育ステージ別の消化管内ワムシ個体

数の経時変化は，ＤからＥステージにかけて15℃群より
急減し，以降15℃群より低いレベルで推移した。また，
18℃群における発育ステージ別の消化管内アルテミア個
体数の経時変化は，ＥからＦステージまで15℃群より低
いレベルで推移した。さらに，大量減耗の危険性が高い
22日齢における給餌後の消化管内ワムシ個体数およびア
ルテミア個体数の経時変化でも，18℃群が15℃群より低
いレベルで推移した。これらは，18℃群の仔魚の摂餌量
が15℃群より少なかったことを示唆しており，これが15
℃群より生残率のばらつきが大きくなった一因と考えら
れた。
これらのことから，北海道産マガレイ仔魚期の飼育水

温は，18℃よりも15℃の方が望ましいと判断された。

A367 北水試研報　113－120 2003

エゾアワビ人工種苗に対するヒトデ類３種およびヨツハ

モガニの捕食（室内試験）

干川　　裕

室内の水槽で，エゾアワビ人工種苗に対するユルヒト

デ，エゾヒトデ，イトマキヒトデ，及びヨツハモガニの

日間捕食数を求めた。捕食数はユルヒトデとエゾヒトデ

で多く，ヨツハモガニ，イトマキヒトデの順に少なくな

った。エゾヒトデでは捕食数は周年を通じて大きく変わ

らなかったが，ユルヒトデは冬期と夏期に，ヨツハモガ

ニでは冬期に少なくなる傾向があった。イトマキヒトデ

は，逆に冬期に捕食数が増加したが，対照区でも冬期か

ら春期にかけて死亡貝が増加したことから，低水温で衰

弱した貝を捕食したために値が増加したと思われる。エ

ゾヒトデとユルヒトデは殻長40㎜台の大型貝まで捕食し

たが，イトマキヒトデとヨツハモガニは比較的小型の貝

を捕食する傾向があった。

A368 北水試研報　121－126 2003



138 和文要旨

利尻島産天然リシリコンブの減産に関する考察

名畑　進一，瀧谷　明朗，多田　匡秀　

近年，利尻島産の天然リシリコンブは激減し，1940年

代に較べて1990年代の生産量は12％まで落ち込んでいる。

1998年に利尻島でリシリコンブの漁場面積と生育状況の

調査を行い，コンブ生産量と水温との関係を検討した。

利尻島の磯焼けは回復傾向にあったが，133ha の磯焼け

海域を確認した。利尻町御崎における２年目コンブの生

育密度は，0．5個体/㎡と低かった。コンブ漁獲前年の１

～３月の平均水温と生産量との間に，有意の負の相関が

認められた。コンブ減産の主な原因は，対馬暖流の流量

の増大に伴う冬季の沿岸水温の上昇であり，その結果コ

ンブに対する植食動物の摂餌活動が活発になり，コンブ

の生育密度が減少したものと推察した。

A369 北水試研報　127－136




